
〈
特
集
「
ア
ジ
ア
に

お
け
る
平
和

の
思

想
」
４
〉

現
代
の
韓
国
儒
教
と
「
平
和
の
文
化
」

一
　

序
　

論

一

九

九

七

年

一

一

月

二

〇

日

の

国

連

総

会

は

、

二

〇

〇

〇

年

を

「

世

界

平

和
の
文
化
の
年
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
）
」

と
規
定
し
、
そ
れ
が
採
択
・
宣
言
さ
れ
た
。
こ
れ
は
単
に
世
界
規
模
で
の

「
平
和
の
文
化
」
の
提
唱
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
世
界
各
国
が
平
和
へ

の

積

極

的

な

姿

勢

の

取

り

組

み

を

目

的

と

し

て

い

る

。

そ

し

て

そ

れ

が

実

践

可

能

な

方

法

を

模

索

し

、

「

平

和

」

を

一

つ

の

文

化

と

し

て

根

付

か

せ

る

こ

と

を

目

指

す

動

き

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

「

平

和

の

文

化

」

を

構

築

す

る

た

め

に

、

世

界

各

国

は

相

互

理

解

と

協

力

、

地

域

間

の

暴

力

や

紛

争

の

根

絶

、

人

種

・

民

族

・

言

語

・

宗

教

・

政

治

間

の

あ

ら

ゆ

る

形

態

の

差

別

や

不

寛

容

を

廃

絶

す

る

必

要

が

あ

る

。

ま

た

こ

の

実

現

の

た

め

に

は

、

国

際

的

水

準

の

平

和

が

要

求

さ

れ

、

国

家

間

の

戦

争

の

防

止

の

た

め

に

諸

国

家

の

主

権

文
　
　
　

嬉
　

眞

が
平
等

に
な

る
よ

う
に
覇
権
主
義
を
制
限
し
、
実
質

的
な
民
主
主
義
の
実
現

が
必
須

条
件
と

な
る
。
「
平
和

の
文

化
」

は
、
生
動

す

る
平
和

を
目
指
し
て

日
常
生
活

の
中

の
人

権
尊
重
を
重
視
し
、
平
和

・
発
展

。
民
主
主
義
と
い
う

三
つ

の
要
素

の
相
互

作
用

に
よ

っ
て
作
ら
れ
る
も
の
を
意
味

し
て

い
る
。

こ

の
よ

う
な
理
想
的
な
「
平
和
の
文
化
」

の
提
唱
の
裏

側
に
は
、
こ
の
地

球
上
で

の
絶
え
間

な
い
地
域

・
宗
教
・
政
治
紛
争
が
起
き
て

い
る
こ
と
が
問

題
で

あ
っ
て

、
未

だ
に
そ
れ
ら
の
紛
争
の
解
決
策
を
見
い
だ
せ
ず

に
い
る
、

と

の
現
状
認

識
が
隠
さ
れ
て

い
る
。
朝
鮮
半
島
も
そ
の
例
外
で

は
な
い
。
す

な

わ
ち
朝
鮮
半
島

は
、
戦
争
勃
発
の
可
能
性
が
最

も
高
い
地
域

の
一
つ
で
あ

る
。
ま

た
、
同

民
族
間
の
葛
藤
と
敵
対
意
識
や
相
互

攻
撃

の
可
能
性
が
膨
張

し
て

い
る
地
域
で

も
あ
る
。

さ
ら

に
世
界
平
和

を
危

機
的
状
況

に
陥
ら
せ
る

と
と
も

に
、
核
問
題

の
勃
発

に
よ

っ
て
、
人

類
の
生
存

に
ま
で
大
き
な
影
響

を
も

た
ら
す
可
能
性

が
高

い
状
況
と
も
な
っ
て

い
る
。
こ
の
南
北
朝
鮮
の
戦

｜　現代の韓国儒教と「平和の文化」37



争
勃
発

の
可

能
性
を
回
避
す

る
と

と
も
に
、
南
北

間
の
信

頼
の
回
復
、
民
族

和
解

に
よ

る
共
同
体

の
確

立
こ
そ
が
「
平

和
の
文

化
」
の
定
着
の
第
一
歩
と

な
ろ

う
。

つ
ま
り
、
国
際
機
関

が
提
唱
し
て
い
る
「
平
和

の
文
化

」
は
国
際

的
規

律
の
確
立
だ
け
で

な
く
、
人

々
の
内

面
的
・
精
神
的
な
規
範
や
思
想
な

ど

へ
の
訴
え

こ
そ
が

大
事
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
朝
鮮
半

島
の
平
和

を
検
討
す
る
た
め
に
、
特
に
韓
国
の
伝
統
的

な
平
和
思

想
の
中

か
ら
現
代

社
会
に
現
れ
て
い
る
韓
国
の
儒
教
思
想
を
素
材

に
し

、
朝

鮮
半
島

の
平
和

問
題
と
政
治
状
況
の
特
殊
性
を
反

映
す
る
観
点

か

ら

、
「
平

和
の
文
化
」

を
考
察
す

る
も
の
で

あ
る
。
す

な
わ
ち
、
前

記
の
伝

統
思

想
か
ら
平
和
観
念

を
再

発
見
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
考
え

れ
ば
、
朝
鮮

半
島

の
統
一

の
過

程
で
、

民
族
同
質

性
は
文
化
的
同
質
性
を
意
味
し
、
南
北

統
一
以
降

の
国
民
統

合
を
よ

り
早

く
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
南
北

朝
鮮
の
共

通

の
文
化

的
伝
統

の
中

か
ら
平
和

と
い
う
社
会
統
合
的
価
値
の
抽
出
が
可
能

と

な
る
と
考
え

る
。

二
　

韓

国

人

に

お

け

る

平

和

と

は

現
代
韓
国
人
は
、
平
和

を
「
自
由
・
平
等
・
正
義
が
実
現
さ
れ
、
全
て

の

人
々
が
信
頼
し
愛
す
る
状
態
」
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
し
か
し
、
分
断
国
家

と
い
う
韓
国
の
特
殊
性
か
ら
、
国
際
的
平
和
よ
り

は
国
内
の
平
和
問
題

に
よ

り

関
心
が
高
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
韓
国
が
当
面
し

た
最
優
先

の
課
題
は
、
南
北
の
分
断
体
制
に
よ
る
そ

の
政
治
対
決
を
克
服
し

、
戦
争
再

発

の
可
能
性
を
防
止
す
る
点
で
あ

る
。
韓
国
人

の
思
考
様
式
の
中

に
は
平
和

を
望
む
形
態
が
二
分
さ
れ
て

い
る
。
第
一
に
、
ま
ず
戦
争
経
験
世
代
は
、
分

断
と
戦
争
を
通
し
て
そ
の
苦
痛
と
被
害
を
熟
知
し
て

い
る
形
態
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
数
百
万
の
死
傷
者
、
一
千
万
以
上
の
離
散
家
族
、
侵
略

の
脅
威
へ
の

不
安
と
恐
怖
、
独
裁
体
制
、
民
主
主
義
の
圧
殺
、
政
治
的
反
対
者
へ
の
粛
清
、

弾
圧
、
拷
問
、
軍
備
強
化

に
重
点
を
お
く
経
済
的
な
犠
牲
、
政
治
、
社
会
、

文
化
の
軍
事
化
な
ど
人
間
的

な
苦
痛
と
損
害
の
経
験
か
ら
成

る
思
考
様
式
で

あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
戦
争
経
験
世
代
は
消
極
的
な
平
和
を
望
み
、
現
在
の

状
況
を
平
和
の
実
現
状
態
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、

南
北
分
断
体

制
の
中
で

は
平
和
的

な
未
来

に
対
す

る
期
待
感
が
薄

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。そ
し
て
第
二
に
、
戦
争
経
験
の
な

い
若
い
世
代
は
、
積
極
的

な
平
和
へ
の

追
求
を
希
望
す
る
思
考
様
式

を
有
す
る
、
と
い
う
形
態
で
あ

る
。
例
え
ば
、

南
北
分
断
の
体
制
、
思
想

お
よ
び
人
権
に
対
す
る
暴
力

、
地
域

の
出
自

に
対

す

る
差
別
や
暴
力
、
女
性

に
対
す

る
差
別
や
暴
力
、
自
然
に
対

す
る
暴
力

な

ど

を
克
服
す

る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
積
極
的
平
和
と
は
、
南
北

統
一

は
も
ち

ろ

ん
の
こ
と
、
人
権

保
障

ま
た
は
社

会
正
義
、
経
済
発
展
な
ど
の
平
和

の
積

極

的
な
条
件
が
充
足

さ
れ
た
状
態
を
指
し
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
葛
藤

と
紛
争
を
誘
発

さ
せ
る
脅
威
体
制
を
解
消
し
、
軍
備
競
争
の
無
い
統
一
社
会

を
つ
く
る
こ

と
を
意

味
し
て

い
る
。

以

上
の
よ

う
に
、
韓
国
社
会
の
中

に
は
右

の
二
つ
の
平
和
観
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
の
二
つ
の
中
で

実
現
可

能
な
の
は
消
極
的
平
和
で
あ
る
。
前
述
の

「
平

和
の
文
化
」

は
、

積
極
的

な
平
和

状
態

を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。



こ

れ
は
肯
定
的
な
平

和
、
す
な
わ
ち
戦
争
が
な

い
だ
け
で

な
く
、
貧
困
、
飢

餓

、
政
治
的
な
抑
圧
な
ど
の
構
造
的
・
文
化
的
な
暴
力
が
除
去
さ
れ
、
人
間

ら

し
く
生
き
る
条
件
が
造
成
さ
れ
た
状
態
を
意
味
す

る
。

そ
の
結
果
、
積
極

的
な
平

和
状
態
は
社
会
の
正

義
が
実
現
さ
れ
、
葛
藤
な
ど
が
民
主
的

に
調
整

さ
れ
、
そ
し
て
国
家
間
の
協
力
が
実
現
さ
れ
た
状
態
を
現
す
。
す

な
わ
ち
こ

れ
ら
の
平

和
は
、
人
間
の
心
理
的
な
安
定
を
保
ち
得

る
と

の
点
で
、
内
面
的

平
和
観
と
大
き
く
係
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
以
下
で
は
そ

の
内
面
的
な
平
和
観
を
考
え
る
中
で
、
韓
国
人

に
大
き

な
影
響

を
与
え
て

い

た
儒
教
的
観
念
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
中
で
特

に
儒
教

的
な
平
和
思
想
を
ま

ず

見
て
み

よ
う
。

三
　

韓

国

儒

教

に

お

け

る

平

和

思

想

韓
国
人
の
土
着
的
な
平
和
思
想
の
中
に
、
善
と
悪
、
人
間
と
神
、
苦
し
み

と
喜
び
の
よ
う
な
両
極
的
価
値
の
間
で
葛
藤
、
対

立
、
闘

争
よ
り

は
和
解
と

調
和
を
追
求
す
る
巫
俗
的
な
平
和
思
想
が
存
在
し

て
い
る
。
人
間

だ
け
で

な

く
、
人
間

・
神

・
自
然
の
間
の
関
係
で
も
原
則

的
に
共

存
の
原

理
が
そ

の
基

に
な

っ
て

い
る
。
こ
れ

は
本
質
的

に
陰
陽
が
対

立
す
る
形

で
は
な
く
、
陰
陽

調
和
の
合
一
思
想
で

（
i
n）。

こ
の
よ
う
な
巫
俗

の
平
和
思

想
的
伝

統
は
後

に
、

韓
国
が
儒
教
思
想
を
受
容
し
て
そ
の
平
和
思
想

を
生
き

る
原
理
と

し
て
採
択

し
、
発
展
さ
せ
る
基
礎
と
な

っ
た
。
韓
国
巫
俗

の
調
和

論
的
な
平

等
主
義

、

韓
国
仏
教
の
和
諍
主
義
、
韓
国
儒
教
の
和
平
と
五

倫
に
対

す
る
強
調
と
平
和

の
実
践
は
韓
国
の
思
想
的
伝
統
が
、
平
和
主
義
的

な
性

格
が
強

い
こ
と
を
意

味
す

る
根
拠
と
な
る
。

し
か
し
韓
国
人
の
平
和
思
想

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
は
、

儒
教
的
平

和
伝
統
で
あ
る
。
儒
教

に
現
れ

る
平
和
的
思
想
の
基
本
理
念

は
、

平
天
下

・
中
和
・
大
同
思
想
で
あ

る
。
平
和
実
現
の
社
会
に
は
、
究
極
的

に

人

間
の
本
性
に
対

す
る
信
頼
が
基

に
な
っ
て
、
仁
の
道
徳
性
に
よ
る
徳
治
が

そ
の
基
本
と
な
る
。
儒
教
が
最
も
重
視
す

る
目
標
は
人
格
の
完
成
で
あ
り
、

個
人
的
な
人
格
完
成
を
迫
求
す

る
努
力
を
修
己
と

い
い
、
そ
の
社
会
的
完
成

を
追
求
す
る
努
力

を
治
人
と

い
う
。
こ
の
修
己
と
治
人
に
よ

っ
て
至
善

に
至

る
と
す
る
の
で
、
こ
の
至
善

の
世
界
が
ま
さ

に
儒
家
が
志
向
す
る
理
想
社
会

で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
想
的
社
会
の
構
成
員
の
全
て
が
調
和

を
遂
げ

る
こ

と

が
平
天
下

と
い
い
、
こ
の
平
天
下
が
完
成
さ
れ
た
社
会
は
平
和
で
あ

る
と

す

る
。
つ
ま
り
、
修
己
と
治
人
の
理
想
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
社
会

は
自

然
と
理
想
的
な
平
和
な
社
会
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
受
け
入
れ
た
韓
民
族

は
、
伝
統
的

に
侵
略

に
対
し
て
頑
強
な
抵
抗
を

し
な
が
ら
も
戦
争
と
殺
戮
を
回
避
し

よ
う
と
努
力
し
た
の
も
事
実
で

あ
る
。

こ
れ
は
韓
国
の
場
合
、
国
家
と
民
族

が
葛
藤

を
合
理
的
に
処
理
し
平
和

的
な

共
存
を
成
就
す
る
た
め
、
平
和
思

想
を
採
択
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

れ
は
今
ま
で
韓
民
族
が
他
民

族
へ
の
積
極
的
侵
略
を
一
度
も
試
み
な
か
っ
た

こ
と
は
確
か
な
そ
の
証
明
で

あ
る
と

い
え

よ
う
。

こ
の
認
識
は
、
韓
国
の
具
体
的

な
歴
史
的
状
況

か
ら
下
さ
れ
た
決
定

に
対

し
て
、
儒
教
的
な
平
和
観
が
行

っ
た
制
約

に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
点

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
儒
教
的

な
平
和
観

は
、
韓
国
人
に
戦
争
よ
り
も
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平
和

を
持
続
的

に
追
求
さ

せ
た
動
因
で
あ

っ
た
。
儒
教
思

想
に
お
け
る
平
和

は
、
「
和
平
」
（
天
地
万
物
と
と
も

に
一
体

に
な
る
こ
と
）

を
意

味
し
て

い
る
。

和
平

の
理
論
的
根
拠

は
儒
教
の
自
然
観

か
ら
出
発
し
て

い
る
。

そ
の
儒
教
の

平
和

思
想
の
原
理

は
「
格
致
誠
正
」
と

「
修
剤
治
平
」

の
原

理
で
あ
る
。

そ

れ
は
修
身
を
基
本

に
し

た
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
身

を
軸

に
し
て
知
と
行

を
修

練
し
、
他

に
は
家
庭
と
社
会
、
国
家
そ
し
て
人
類
世
界

を
正

し
く
導
き

、
安

寧
と
秩
序
と
世
界
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
儒
教
の

平
和
思
想
の
核
心
は
、
『
大
學
』
の
平
天
下
、
『
中
庸
』
の
中
和
、
『
禮
記
』

の
大
同
で
あ
る
。
平
和
が
実
現
さ
れ
た
平
天
下
、
中
和
、
大
同
は
究
極
的
に

人
間

の
本
性
に
対
す
る
信
頼

に
基
づ
く
仁
の
道
徳
性

に
よ
る
徳
治
を
基

本
に

し
て

い「
」「
」・

す
な
わ
ち
、
儒
家
が
提
示
し
た
大
同
と
平
天
下
思

想
は
平
和

の

内
部

的
実
現
へ
の
寄
与
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
平
和
は
人
々
が
自
我
の
深
淵
で
他
人
た
ち
と
の
融
会
貫
通
に

よ

っ
て
実
現
で
き

る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
儒
家

の
立
場

か
ら
見
れ
ば
、

真
の
平
和

は
公
的

な
自
我

に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ

る
。

こ
の
公

的
な
自
我
に

立
脚
し
て
平
和
な
社
会

を
具
現
す

る
た

め
の
試
み

が
「
天
下
為

公
」
の

「
大

同

思
想
」
で
あ

る
。
大
同
社
会

の
基
本
的

な
精
神

は
公

的
な
自
我
の
消
滅
で

あ
る
。
境
界
線
が

あ
り

、
そ
の
線

の
拡
張

の
た
め
に
人
と
国
家
間
の
紛
争
が

生
じ
る
。
私
的
な
自
我
が
消
滅

さ
れ
た
世
界
を
天
下
為
公

の
社
会
と
い
う
。

こ
の
社
会

に
至
れ
ば
信
義

を
守
り
和
睦
を
重
視
し

、
お
互
い
に
真
実
と
礼
儀

で
対
応
す

る
。
こ

の
大
同

社
会

は
人
類
社
会

の
構

成
員

で
あ
る
各
自
の
本
性

を
媒
介
と
し
て

一
体
感

を
持

っ
て

、
思
考

・
行
動

す
る
際
に
実
現
さ
れ
る
。

こ

の
一
体
感
は
道
徳
的
な
訓
練
が
先
行

さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ

の
よ
う
に
、
宇
宙
・
自
然
に
し

た
が

っ
て
人
類
社
会
を
道
徳
化
す
れ
ば
、

人
間

と
自
然
が
調
和
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
人
間
と

自
然

の
調
和
を
基
本
に

人

間
と
人
間
、
人
間
と
万
物
が
平
和

に
共

生
・
共
存
す

る
こ
と
で
人
間
と
し

て

の
満
足
感
と
幸
福
、
安
心
を
感
じ

る
。
こ

れ
が

『
中
庸
』
で

い
う
「
致
中

和
　

天
地

位
焉
　

万
物

育
焉
」
（
中
庸
。
天

地
が
調
和
が
と

れ
て
万

物
が
生

意

を
実
現
す
る
こ
と
）
で
あ
り
、
致
中
和

（
中
和

の
実
現
）
思
想
で
あ
る
。

中
和

の
実
現

は
外
形
的
な
平
和
で

は
な
く
、
内
面

的
な
平
和
す
な
わ
ち
心
の

平
和
で

あ
る
。
こ
の
内
面
的
な
平
和

は
人
間

を
含

ん
だ
一
切

の
存
在
の
根
源

的
な
世
界

で
、
人
間
と
人
間
、
人
間

と
万
物

が
会
通

し
て

お
互

い
調
和
を
成

し
遂

げ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
融
会
貫
通

を
前
提
と
す

る
。
人
間
と
人
間

、

人
間

と
社
会
、
そ
し
て
世
界
、
自
然
と

融
会
貫
通
し
て
相
互
平
衡
と
調
和
を

成
し
、
希
求
す
る
儒
家
の
平
和
思
想
は
徳
治
精
神

を
根
幹

に
す
る
理
想
論
で

あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
韓
国
の
儒
教
思
想
に
お
け
る
性
理
学
の
発
達

と
と
も

に
韓
国
の

思
想
家
は
、
人
性

に
対
す

る
探
求
を
行
っ
た
。
彼
ら
は
平
和

の
実
現
な
い
し

政
治
学
的
理
論

の
樹

立
に
積
極
的
で
あ

っ
た
。
韓
国
の
思
想
家
の
仁
愛
、
四

端

（
惻
隠

の
心
・
羞
悪

の
心
・
辞
儀
の
心

・
是
非

の
心
）
、
道
心
、
人
性
な

ど
を
通
し

た
本
性

探
求

に
対
す
る
情
熱
的
な
追
求
は
、
原
則
的
に
本
性
と
い

う
善
性
の
本
有

お
よ

び
発
見

に
対
す
る
信
頼
に
よ

っ
て
平

和
を
成
し
遂
げ
よ

う
と
す
る
意
思
が
強

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
五
倫

は
平

和
実
現
が
で
き

る
強
烈

な
道
具
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
五
倫

は
政
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治
的
な
意
味
だ
け
で

な
く
、
倫
理
的
意
味

か
ら
平
和
を
実
現
す

る
手
段
で

あ

っ
た
。

そ
の
儒
教

の
倫
理
道
徳

に
は
「
仁
・
義
・
禮
・
智
・
勇
・
忠

・
信
」

な
ど
の
七

情
が

あ
り
、
人
倫
関
係
と
し
て
「
三
綱
五
倫
」
が
位
置
す

る
。
禮

は
道
徳
、
法
律
、
宗
教
、
軍
事
な
ど
の
社
会
的
機
能
が
分
化

さ
れ
る
以

前
の

行
動
の
基
準
で

あ
る
。
仁

は
慈
愛
、
温
和
、
寛
容
が
含
ま

れ
る
社

会
関
係
の

基
本
的
で
本
質

的
な
倫
理
、
義

は
私
利
私
欲
を
克
服
す

る
公
正

な
道
徳
、
智

は
仁
を
実
現
す
る
手
段
的
な
価
値
と
し
て
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
儒
教
思

想
を
発
展

さ
せ
た
韓
国

の
思

想
家
は
、
栗
谷
李
珥

と
退
渓
李
滉
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

李
滉

の
「
禮
安

郷
約
」

や
李
珥

の
「
書
院

郷
約
」

に
現
れ
る
公
共

の
倫
理

が
あ
り

、
民
本

的
価
値

観
も
相
当
重
視
さ
れ

た
。
栗
谷
李
珥
の
思
想

は
、
韓
国

儒
教

の
核
心
で

あ
り

、
韓
国

儒
教
の
平
和

思

想
の
中
心
で
あ

る
と

い
え

る
。
人
道
が
実
現

さ
れ
る
世

界
を
「
大
同
」
と

い
う
。
『
聖
學

輯
要
』

の
為
政
編
で

は
「
創
業
の

道
」

を
論
じ

な
が
ら

「
一

つ
の
不

義
を
行

っ
て

無
辜
な
人
を
殺
し
て
天
下

を
得
ら
れ
る
と
し
て
も

そ
の

よ
う

な
こ
と

は
行

わ

な
い
。
」

と
い
う

孟
子

の

言
葉
を
引

用

し
、
『
撃
蒙
要

訣
』
で

は
「
当

然
一
つ
の
不
義
を
行

っ
て
、
一
人
の
無
辜
な
人

を
殺

し
て

か

ら
天
下

が
得
ら

れ
る
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
行

わ
な

い
と
い
う
考
え

を
心

に
留

め
て

置
か
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。
」

と
い
う
人
権
尊

重
思
想

の
伝

統
を
明
白
に
し
て

い
る
。

一

方
、
退
渓

李
滉

は
「
敬
」

を
、
平
和

へ
導
く

道
と

し
て
強

調
す

る
。

「
敬
」
は
全
て

の
根
本
で
全
て

が
主
体
的

に
処
世

す
る
倫

理
的
な
態
度

の
根

拠
で
あ
る
と
す
る
。
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
の
儒
教
平
和
観

に
対

し
て
、

次
の
二
つ

の
こ
と
を
強
調

し
た
。
一
つ

は
民
を
安
ら

か
に
し
、
天
下

を
和
平

に
導
く
外

部
的
平

和
の
樹

立
の
契
機
が
修
己
と
篤
恭
の
徳
か
ら
与
え

ら
れ
る

点
、
今
一
つ
は
修
己
身
よ
り
先
に
心
を
正
す
正
心
と
と
も
に
誠
意
の
先
行

を

強
調
し
た
。
こ
の
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
は
儒
教
の
中
心
的
な
平
和

観

で
あ
る
。
儒
教
の
思
想
体
系
は
、
個
人
と
家
族
内
で

の
倫
理
、
社
会
と
国
家

間
で
の
倫
理
を
含
み
、
支
配
階
級
の
理
論
を
「
修
己
治
人
之
道
」
と
し
、
家

父
長
制
的
な
家
族
制
度
の
倫
理
、
す
な
わ
ち
支
配

の
倫
理
と
位
置
づ
け
て

い

る
。
支
配
者
の
倫
理
と
し
て
の
儒
教
は
人
間
関
係

の
最
も
基
礎
と
な
る
家
族

内
で
の
倫
理
を
そ

の
基
本
と
し
、
隣
人
、
社
会
と
国

家
に
適
応
す

る
こ
と
が

そ
の
倫
理
と
し
て
拡
張
さ
れ
た
。
家
族
と
国

家
は
対

立
さ
れ

る
も
の
で
な
く
、

「
家
族

は
縮
小

さ
れ

た
一
つ

の
国
家
で

あ
り
、
国
家

は
拡
大

さ
れ
た
家
族
で

あ
る
」
と
み
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
が
後

に
、
韓
国
現
代
社
会
に

強
く
現
れ

る
儒
教

的
な
価
値
観

の
一
つ
で
あ
る
「
家
族
第

一
主
義
」

と
な
る
。

四
　

現

代

の

韓
国

人

の
儒

教

的

価

値

観

以
上

の
よ
う
な
伝
統
儒
教
の
平
和
思
想
が
存
在
し
て
い
た
が
、
現
在
の
韓

国
人
の
意
識
の
中
で
ど
ん
な
も
の
が
儒
教
的
な
影
響
な
の
か
、
ど
の
点
が
近

代

化
過

程
で
形

成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
の
判
別
は
簡
単
で

は
な
い
。
と
い
う

の
は
、
韓
国
儒
教
の
遺
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
相
当
の
部
分
が
、

植
民
地
と
南
北
分
断
の
過
程
で

儒
教
の
価
値
観
が
様
々
な
部
分
で

現
代
的
に

変
形

さ
れ
た
も
の
も
多
く
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、
儒
教
思
想
が
近
代

化
の
過

程
に
否

定
的
な
影
響
（
近
代
化
、
民
主
主
義
の
発
展
、
市
民
意
識
の

現代の韓国儒教と「平和の文 化」41



成

長
に
障
害
物
と
し
て

作
用
）

を
及
ぼ
し
た
と

い
う
評
価
も
あ
る
が
、
近
年
、

儒

教
資

本
主
義
論
の
登
場

に
よ

っ
て
、
そ
の
肯
定
的
役
割
に
対
す
る
新
し

い

問
題
提

起
が
な
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
は
、
儒
教
思
想
を
否
定
的
に
評
価
す

る
動
き

も
あ
る
が
、
平
和
思

想
の
観
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
内
面
的
・
精
神

的

な
平
和

主
義

を
内
包
し
て

お
り
、
今
日
我
々

は
そ
れ
を
再

認
識
す
る
必
要

が
あ

る
。

実
際

に
韓
国
社

会
で

は
、
儒
教
的
な
価
値
観
が
時
代

と
と
も
に
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ

る
と

い
わ
れ
て

い
る
が
、
現

段
階
で

儒
教
的
な
価
値
観
で
あ
る
と

思

わ
れ

る
思
考
様
式
を
二
つ
取
り
上

げ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
現
代

社
会
の
中

に
お

い
て
平
和
思
想
に
ど

の
よ

う
な
意

味
・
役
割
を
果

た
す
べ
き

か
を
も
見

る
。
韓
国
社
会

に
は
血
縁
関
係
を
重
視
す

る
思

考
、
家
族

倫
理

を
重
視

す
る

思

考
な
ど

は
確
か

に
儒
教
思
想

か
ら
出
発
し
て

い
る
。
そ
れ

は
、
中
国
や

日

本
と
比
べ
れ
ば
、
多
分
に
韓
国
的

な
も

の
で
あ

る
。
と

い
う
の
も

、
五
〇
〇

年
以

上
も
儒
教
思
想
を
継
承
し
て

い
た
歴

史
を
も
つ
韓
国
社
会

に
培
わ
れ
た

も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
家
族
中

心
主

義
的
な
思

想
は
、
既

述
し
た

よ
う

に
儒
家

思
想
の

核
で
あ

る

『
大
學
』

の

「
修

身
斉
家
而

後

治
国
平

天

下

」
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
先

に
斉
家
す

る
な
ら
ば

、
後

に
治

国
が
で
き

る
と
い
う
説
明
が
可
能
で
あ
り

、
斉

家
を
優
先
す

る
意

味
と
し
て

誤

っ
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
国

家
の
利

益
を
後

に
す

る
よ
う
な
家

族
中
心
主
義
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

こ
の
思
想
は
、
一
家
一
族
や
門
閥
の
重
視

に
よ

っ
て
子

々
孫

々
の
富
貴

栄

華

だ
け

を
考
え

る
風
潮
を
生
む
根
源
と

な
っ
た
。
ま

た
そ
れ

は
、
姓
氏

の
派

閥
や
先
塋
奉
祀
の
た
め
に
作
用
し
、
未
だ
に
残
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
そ

し
て
こ

の
価
値

観
の
中

か
ら
家
族
中

心
主
義

の
基
本
規
範

で
あ

る

「
孝
」

と
「
敬
」

の
文
化
が

生
ま
れ
、
個
人
が
独
立
し

た
自

我
意
識
よ
り
家

族
と
し
て

の
「
我

々
」

の
構
成
因
子
と
し
て
存
在
す
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま

り

、
現
在

結
び
つ

い
て

い
る
家
族
と

は
現
世
だ
け
で
な
く
、
祖
先

、
親
戚
、

未
来
の
子
孫

に
ま
で
結
合
す

る
と
い
う
観
念
を
も
ち
、
現

在
の
韓
国
社
会
で

行

わ
れ
て

い
る
祭
祀

は
、
祖
先
と
子
孫
が
出
会
い
家
族
の
祝
祭
で
あ

る
と
考

え

る
。
こ

の
思
想

は
、
人
間
社
会

に
お

い
て
水
平

社
会
よ
り

垂
直
社
会
を
重

視
す
る
観
点
か
ら
出
発
す

る
。
し

か
し
、
現
在
起
き
て

い
る
一
族
殺
人
事
件

や
老
人
虐
待
な
ど
の
社
会
犯
罪
を
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
「
孝
」
や

「
敬
」

の
思
想
や
位
階
秩
序
の
意
識
な
ど
が
薄
れ
、
個
人
主
義
的
な
合
理
主
義
の
価

値
観
が
充
満
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

実
際

、
現
代
韓

国
社

会
で

は
儒
教
社
会
倫

理
の
肯
定
的

側
面
で

あ
っ
た

「
義
」
を
重
視
す

る
思
考
が

徐
々
に
な
く
な
り
、
垂
直
的
関
係

を
重
視
す
る

否
定
的
な
側
面
だ
け
が
西
欧
的
価
値
観
と
結
合
し
て
現
れ
て

い
る
。
す
な
わ

ち
、
政
治
、
経
済
、
社
会
倫
理
と
し
て
の
儒
教
の
道
徳
主
義

は
個
人

の
道
徳

的
決
断
の
問
題
だ
け
と
し
て
提
起
さ
れ
、
市
民
た
ち
は
資
本
主
義
的

な
物
質

主
義
と
個
人
主
義
に
押
さ
れ
た
存
在
に
な

っ
た
。
一
方
、
儒
教
文
化
も
民
主

的
社
会
関
係
、
両
性
平
等
、
他
人
に
対
す
る
寛
容
、
共
益
優
先
と

は
背
馳
さ

れ
る
要
素
を
も

っ
て
い
る
た
め
否
定
的
な
影
響
を
与
え
、
今
日
の
韓
国
の
民

主
化
と
社
会
発
展
に
深
刻
な
束
縛
に
な

っ
て
い
る
。

だ
が
、
破
行
的
近
代
化
、

分
断
、
国
家
抑
圧
の
政
治
経
済
の
現
実
に
言
及
せ
ず

、
し

か
も
儒
教
の
道
徳



律
一
般

を
強
調

し
な
が
ら

、
今

日
の
無
秩
序
、
物
質
万
能
主
義
の
対
案
と
し

て

提
示

す

る
こ

と
は
本
末
転
倒
で

あ
り
、
実

践
の
力
も

な
い
。
「
孝
」

の
価

値

観
の
よ
う
に
信
頼
、
義
理
な
ど
の
価
値
観
を
現
代
的

に
発
展
さ
せ
る
こ
と

も
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て

、
家
族
間
の
「
孝
」
と
「
友
愛
」
は
合
理
的
な
社

会
秩
序
の
不

安
感
を
強
い
人
情
的
な
絆
へ
と
結
束

さ
せ

る
こ
と

に
な
る
だ
ろ

う
。次
に
、
儒
教
的
価
値
観
で
は
法
よ
り
礼
が
強
調

さ
れ

た
。
礼

は
利
害
の
追

求
や
葛
藤
な
ど
を
忌
避
し
調
和
を
重
視
す

る
。
法

は
事
後

的
な
行
動

に
よ

っ

て
判
断
す
る
が
、
礼
は
行
動
の
内
的
な
基
礎
と
な
る
。
（
禮
：
私
的
な
側
面

法
：
公
的
な
側
面
。
最
後
の
統
治
手
段
と
し
て
必
要
悪
。
）
儒
教
の
社
会
倫

理
は
。
処
罰
の
恐
れ
よ
り
は
自
律
的
な
意
思

に
訴
え
、
羞
恥
心
を
刺
激
し
て

個
人
の
行
動
を
社
会
の
利
益
と
調
和
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
す

な

わ
ち
、
礼
を
重
視
す

る
こ
と

に
よ

っ
て

儒
教
で

は
、
貪
欲
と
富
の
追

求
を

卑
下
す

る
こ
と

に
な
る
。
し

か
し

、
富

が
人
格
、
地
位
、
威
信
、
名
誉
、
権

力
で
あ

る
、
と

い
う
考
え

が
蔓
延
す

る
現

代
的
な
資
本
主
義
社
会
の
中
で

、

こ

の
よ

う
な
思

考
様
式
を
迫
随
す

る
人
々
が
ど
れ
ぐ
ら
い
存
在
す
る
か
は
明

白
で

は
な
い
が
、
行
き
過

ぎ
た
富

を
追
求
す
る
行
動
様
式
を
と
る
人
々
に
対

す

る
軽
視

の
見

方
は
強

い
の
は
確
か
で

あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
礼
の

価
値
観

の
重
視
は
、
物
質

的
な
貪
欲
さ
に
対
す
る
警
戒
、
人
格
の
修
養
、
道

徳

心
、
人

間
中

心
の
思

考
様
式
な
ど
を
健
全
な
市
民
意
識
へ
と
展
開
で
き
る

内

容
も
充

分
に
所
持
し
て

い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

五
　

結
　

論

本
稿

は
、
韓
国

の
儒
教
思
想
か
ら
平
和
観
念
の
抽
出

を
試
み
た
。
そ
の
結

果

、
韓
国

の
伝
統
思

想
の
中
で
も
「
平
和
の
文
化
」
に
連
結
す
る
内
面
的
・

精
神

的
な
平
和
思

想
が
存
在
し
、
そ
れ
を
通
し
て
「
平
和

の
文
化
」
の
構
築

が
可

能
と
い
う
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
、
韓
国
の
平
和
概
念

を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と

の
意
義

は
、
具
体
的
な
現
実
問
題

を
解
決
す
る
た

め
に
必
要
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
韓
国
で
現
れ
て
い
る
構
造
的

な
暴
力

と
差
別
を
合
理
的
に
処
理
で
き

る
思

想
的
資
源
を
文
化
的
な
適
合
性
を
も

っ

た
我
々
の
伝
統
と
文

化
か
ら
再
発
見
で
き

る
の
で
あ
る
。
韓
国
の
伝
統
思
想

を
基
礎
と
し
て
平

和
の
概
念

を
正
し
く
理
解
す
る
作
業
は
、
他
の
文
化

に
よ

っ
て
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
普
遍
的

な
平
和
価
値
を
定
立
す
る
基
礎
と
な

る

点
で
あ
る
。
そ
し
て
国
の
平
和

教
育
の
基

と
な
る
平
和
教
育
理
念
を
伝
統
思

想

か
ら
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

民
族
的
な
正

体
性

を
確
認
し
よ
う
と
す

る

こ
と
で
あ

る
。

最
後

に
、
そ

の
作
業
に
よ

っ
て
韓
国
が
も
っ
た
平
和

の
思
想
的
資
源
を
多

様

に
再
発
見
し
、
現
代
化
し
て
平
和
教
育
の
具
体
化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
平
和
共
存

の
文
化
形
成
と
い
う
本
質
的
な
責
任
が
果

た
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

（
１
）
　
国
連
は
、
一
九
九
八
年
に
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間

を
「
平
和
の
文
化
と
世
界
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
非
暴
力
一
○
年

現代の韓国儒教と「平和の文 化」43
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ｌ
ｄ
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」
と
し
て
定
め
た
。
こ
れ
は
、

ユ

ネ

ス

コ

憲

章

に

明

示

さ

れ

て

い

る

「

戦

争

は

人

の

心

の

中

で

生

ま

れ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

人

の

心

の

中

に

平

和

の

と

り

で

を

築

か

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

い

う

原

則

に

基

づ

い

て

提

唱

し

た

も

の

で

あ

る

。

（

２

）
　

既

存

の

伝

統

的

な

努

力

す

な

わ

ち

少

数

を

主

流

に

同

化

さ

せ

る

よ

う

な

一

方

的

な

文

化

的

絶

対

主

義

に

対

す

る

疑

問

を

も

つ

代

わ

り

に

多

様

な

文

化

間

の

差

を

認

め

、

受

け

入

れ

、

そ

の

価

値

を

尊

重

す

る

方

へ

進

め

て

い

く

こ

と

で

あ

る

。

つ

ま

り

「

平

和

の

文

化

」

は

、

政

治

的

平

等

と

社

会

的

公

平

、

そ

し

て

文

化

的

多

様

性

を

保

障

す

る

こ

と

で

あ

る

。

ヤ

ン

・

キ

ク

ン

「

世

界

化

（

Ｇ

ｌｏ

ｂ
ａ

ｌ
ｉｚ
ａ

ｔ
ｉｏ
ｎ

）

時

代

の

平

和

の

文

化

の

実

現

戦

略

」

『

高

温

論

集

』

第

二

九

輯

、

慶

熈

大

旱

校

大

学

院

、

二

〇

〇

一
　

（

ソ

ウ

ル

）

（
３
）
　
キ
ム
・
コ
ク
ヒ
ョ
ン
「
韓
国
儒
教
の
平
和
思
想
と
平
和
教
育
に
関
す
る
研

究

」

『

国

民

倫

理

研

究

』

第

四

三

号

、

韓

国

国

民

倫

理

学

会

、

二

〇

〇

〇

（

ソ

ウ

ル

）

、

一

九

一

・

一

九

二

頁

（

４

）
　

消

極

的

平

和

は

戦

争

と

暴

力

が

な

い

状

態

で

あ

っ

て

、

最

小

限

の

実

践

的

な

目

標

を

提

示

し

て

い

て

一

次

的

課

題

を

示

す

。

（
５
）
　
キ
ム
ー
イ
ン
フ
エ
『
韓
国
人
の
巫
俗
の
価
値
観
―
巫
俗
と
教
育
哲
学
』
。

文

音

社

（

ソ

ウ

ル

）
、

一

九

八

一

、

二

四

四

・

二

四

五

頁

（

６

）
　

イ

・

カ

ン

ス

「

平

和

の

理

想

と

現

実

」

『

平

和

研

究

』

第

三

巻

第

一

号

、

慶

煕

大

学

校

（

ソ

ウ

ル

）
、

一

九

八

三

、

五

五

・

五

六

頁

儒

教

で

は

、

平

和

を

直

接

的

な

目

標

と

し

て

挙

げ

て

な

い

も

の

の

、

こ

の

儒

教

的

平

和

観

は

、

内

面

的

・

精

神

的

な

完

成

を

追

究

す

る

側

面

か

ら

考

え

れ

ば

、

戦

争

よ

り

平

和

を

持

続

的

に

追

究

す

る

も

の

で

あ

る

。

（

７

）
　

平

天

下

は

、

真

の

意

味

で

自

我

実

現

を

普

遍

的

に

実

現

さ

せ

る

こ

と

を

意

味

し

、

人

間

に

与

え

ら

れ

た

最

高

の

義

務

が

平

和

世

界

の

実

現

で

あ

る

こ

と

を

意

味
し
て
い
る
。

（
８
）
　
中
和
は
、
天
地
万
物
が
基
の
場

に
お
か
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
協
定
や
協
約

な
ど
の
壊
れ
や
す
い
よ
う
な
外
形
的
な
平
和
を
表
す
も
の
で
な
く
、
内
面

的
な

真
の
平
和
を
意
味
す
る
。

（
９
）
　
大
同
思
想
は
、
分
裂
を
招
く
私
的
な
自
我
の
消
滅
と
い
う
基
本
的
精
神

を
志

向
す

る
。
す
な
わ
ち
、
大
同
社
会
で

は
、
支
配
者
は
有
能
な
人
材
を
選
び
、
国

民
は
個
人
や
集
団
の
間
に
相
互
の
信
義
を
保
ち
な
が
ら
和
睦
を
重
視
し
、
真
実

と

礼
儀
で
対
応
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

（
1
0）
　
チ
ョ
ン

ー
イ
ン
ジ

エ
「
中
国
の
平
和
思
想
」
、
『
平
和
の
哲
学
』
西
江

大
哲
学

研
究

所
編
、
哲
学
と
現

実
社

（
ソ
ウ
ル
）
。
一
九
九
五

、
二
四
七
頁

（
1
1）
　
私

的
・
公

的
な
自

我
に
分
類
し
、
私
的
な
自
我
は
固
体
と
し
て
の
自
我
を
指

し
、
自

我
と
他
人
の
間

に
間
隔
と
境
界
線
が
あ
る
こ
と
を
示

す
。
公
的
な
自
我

は
、
普

遍
的
な
自
我
。

つ
ま
り
自
我
と
他
人
の
間
に
間
隔
や
境
界
線
が
な
い
こ

と
を
示
す
。

（
1
2）
　
キ
ム
・
コ

ク
ヒ
ョ

ン
「
韓
国
儒

教
の
平
和

思
想
と
平

和
教
育

に
関
す

る
研

究
」
、
前
掲
書
、
一
九
一
～
一
九
八
頁

（
1
3）
　
李

乙
浩

「
現
代

社
会

と
儒
教
」
、
『
教
授

ア
カ
デ

ミ
ー
』

第
７
輯
、
一

念
社

（
ソ
ウ
ル
）
、

一
九
九
四
、
一
四
四
頁

（
1
4）
　
キ

ム

ー
コ
ク
ヒ

ョ
ン
「
韓
国

儒
教
の
平

和
思
想
と
平

和
教
育

に
関
す

る
研

究
」
、
前
掲
書
、
一
九
一
・
一
九
二
頁

参
考
文
献

韓
国
宗

教
研

究
会
編
、
『
韓

国
宗
教
文
化

史
講
義
』
、
図
書
出

版
チ

ョ
ン
ニ
ョ
ン

サ

（
ソ
ウ
ル
）
、
一
九

八
八

李
承
煥
．
『
儒
家
思

想
の
社

会
哲
学
的
な
再
照
明
』
、
高
麗

大
学
出
版
部
（
ソ
ウ
ル
）
、

二
〇
〇
一

キ

ム
・

ヨ
ン

フ
ァ
ン
、
『
寛
容
と
開
か
れ
た
社
会
』
、
哲
学
と
現
実
社

（
ソ
ウ
ル
）
、

44



一
九

九

七

キ
ム
・
イ
ン
フ
ェ
、
『
韓
国
人
の
巫
俗
の
価
値
観
―
―
巫
俗
と
教
育
哲
学
』
、
文
音
社

（
ソ

ウ

ル
）
、

一

九

八

一

李

康

洙

、
「
平

和

の

理
想

と

現

実
－

儒

家

の

理

論

を

中

心

に

」
、
『
平

和

研

究

』

第

三

巻

第

三

号

、

慶

煕

大

学

校

（
ソ

ウ

ル
）
、

一

九

八

三

ヤ

ン

ー
キ

ク

ン
、
「
世

界

化

（
Ｇ
ｌｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｉｚ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）
時

代

の
平

和

の

文

化

の

実

現

戦

略

」
、

『
高
温

論

集

』

第

二

九

輯

、

慶

煕

大

旱

校

大

学

院

（
ソ

ウ

ル

）
、

二
〇

〇

一

李

乙

浩

、
「
現

代

社

会

と

儒

教

」
、
『
教

授

ア

カ

デ

ミ

ー

』

第

七

輯

、

一
念

社

（
ソ

ウ

ル

）
、

一
九

九

四

キ

ム

ー
ク

ッ

キ

ョ

ン
、
「
韓

国

儒

教

の

平

和

思

想

と

平

和

教

育

に

関

す

る

研

究

」
、

『
国

民
倫

理
研

究

』

第

四

三

号

、

韓

国

国

民

倫

理

学

会

（
ソ

ウ

ル
）
、

二

〇

〇
〇

チ

ョ

ン

ー
イ

ン

ジ

エ
、
「
中

国

の
平

和

思

想

」
、
『
平

和

の

哲

学

』
西

江

大

哲

学
研

究

所

編

、

哲

学

と

現

実

社

（
ソ

ウ

ル
）
、

一

九

九

五

イ

ー
カ

ン

ス

、
「
平

和

の

理

想

と

現
実

」
、
『
平

和

研

究

』

第

三

巻

第

一
号

、

慶

煕

大

学

校

（
ソ

ウ

ル
）
、

一

九

八

三

（
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
,
　
H
i
-
J
i
n
、
異
文
化
交
流
史
・
比
較
文
化
、

愛

知

学

院

大

学

教

養

部

外

国

人

教

師

・

博

士

）

45　1　現代の韓国儒教と「平和の 文化」
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